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	（１）学校経営の基本方針について


















（２）本年度のテーマについて


	教職員全体が意欲的に様々なことができるような環境づくり。職員室が一枚岩になっていく。教職員、保護者、地域、生徒がつながっていけるようにしていく。つながりを強固にしていく。
学校課題研究自分の良さに気づく、生徒を育てていく。愛校心、先輩の作ってきたものを引き継いで行く。
いじめ、生徒指導、教育相談に追われている現状。そういったことが起きないように、生徒一人ひとりの良さを育てていく。
進路指導について、自主的に勉強しているのか、主体的に取り組めるような授業作り。
生徒指導、教育相談について更に細かく見ていく。
地域と一緒に生徒の健全育成を進めていく。部活動について、不適切な指導がないようにやっていく。
働き方改革についても進めていく。ご意見をいただきたい。
学校課題研究１１月２５日本発表。自分の言葉でコミュニケーションをとる。

自転車通学の人数は？２０人前後。
　　　　　　　交通事故についての注意。
働き方改革、部活動の地域移行について。スムーズに進むのか。
協議内容については大きな柱について意見を出すのか？　何本か出してもらう。
学校運営競技委員が、学校のためにできることをしていく。話し合っていく。学校から競技してほしい内容について出してもらうのも良いのではないか。
地域でどうやって生徒を守っていく方法について。
委員長：不登校の現状について現状は？　２７名
桶川市のフリースクールが一つ増えた？　要確認
学校の意義のようなところ。学校に当たり前に行って、先生に当たり前に指導してもらう。組織の中で勉強していくことの大切さ。家庭教育との連携。予算の問題。スクールポリス、学校の先生方の指導の限界がある。
市長選挙の投票率が下がってきている。

ミクロとマクロでやっていく。

	配付資料
	（１）学校運営協議会次第
（２）令和７年度学校要覧
（３）令和7年度年間行事予定




